
Ｒ６年１月 武蔵野吉祥七福神めぐり 

１月６日（土）、前日まで寒かったのに気温あがり青空一杯のおだやかな日となりました。

中央線武蔵境駅改札口に９時４５分には参加者１４名が集合しました。幹事より「七福神

めぐりのしおり」を参加者に配布、今日の行程を説明しました。 

駅から歩いて５分、杵築（きづき）大社に。境内に入る前に１０時から発売のバスのフリー乗車券（２

００円）を購入、一部の方は色紙セット（２０００円）御朱印をもらう。その隣にある弁天様（厳島神

社）に参拝後、大社境内に。ご本社の参拝はまだ早朝であったのでしょうか行列もなくスムーズに。 

昨年の新田神社と同様の「千本いちょう」が、樹齢３００年以上で落雷などによって一

度枯れたものの根から再び幹が生えたもの。囲いがあり直接手で触れないのが残念。恵比

寿神を参拝後、神楽殿の前で今年の干支「辰」の達筆な字をバックに全員で記念写真。 

 ここで次の延命寺にバス乗り場に。乗車２０分で延命寺に到着。ここで甘酒の無料サー

ビス、ホットしました。寿老人・毘沙門天、そして今年良き出会いがありますようにと「で

あい薬師像」に参拝。 

 フリーバスの終点「大法禅寺」まで１５分。福禄寿そして隣に悟りをひらくため苦行し 

たため、あばら骨が見える仏陀像を拝みました。鎌倉建長寺の仏陀像を思い出しました。 

 ここからは徒歩です。吉祥寺通りを歩いて 7分、「武蔵野八幡宮」に到着。拝殿の右手前 

には、「疱瘡」「須賀」「稲荷」「厳島」「大鳥」「出雲」「三島」の七社が祭られています「境 

内社」があります。ずいぶん欲張った神様だと思いましたが、明治の神仏合併政策で合祀 

されたそうです。出雲神社に「大黒様」がいらっしゃいましてお賽銭をいれました。 

 七福神の最後は徒歩１分の「安養寺」の布袋様に。本殿の上に龍の頭があることを発見。 

締めくくりに龍をバックに記念撮影。これにて七福神めぐりは終了しました。 

 そこから吉祥寺繁華街サンロードを歩いて７分で吉祥寺駅に着きました。駅前のビアホ 

ールでボリュームたっぷりのランチ定食を食べて散会しました。 

 

Ｒ６年３月 東京農業大学『食と農』の博物館と馬事公苑 

３月２３日（土）１０時、千歳船橋駅に１１名参集。気象予報は小雨マークだったので

少々空模様を気にしながらバスに乗り１０分ほどで農大前に到着しました。「馬事公

苑」と「食と農の博物館」は隣接しています。ナープ２月号のリフレの案内に越元会長

が見学内容を詳しく書いてくださっていたので、とても楽しみにしての参加でした。初

めて真近に実物を見ると迫力があり、五感を刺激され予想以上に面白く愉快でした。  

最初に訪れた「馬事公苑」は、令和５年１１月リニューアルオープンとのことでしたが

広々とした敷地に新しい立派な建物や各種アリーナやスクエアー等々～まさに「馬のいる

緑豊かな都市公園」の面目躍如たるものがありました。メインアリーナの一部で初心者の

乗馬訓練が行われていました。乗馬服を身にまとい、はちきれんばかりの女子中学生が

「獣医志望です。今から馬と親しんでおきたい」と笑顔で話してくれ、明るい心地になり

ました。  

  次に訪れた「食と農」の博物館は、食と農の「今までを」「今を」「これからを」を発信 

する知があふれたものでした。別館の「生きもの空間」バイオリウムは動物園、植物園、 



水族館といったくくりを取り去った空間で世界各地から収集した珍しい生きもののコレク 

ションが一堂に集められていました。６０ｋｇもあるアフリカ原産のケズメリクガメ、 

マダガスカルにしかないディディエレカ科の植物「カナボウノキ」のトゲだらけの幹など 

めずらしいものばかりでした。企画くださった方、ご一緒してくださった皆様ありがとう 

ございました。次回のリフレ、今から楽しみにしております。 

 

Ｒ６年７月 アサヒスーパードライミュージアム 

 ７月２７日(土)に茨城県守谷市にある「アサヒスーパードライミュージアム」に行

ってきました。参加者は１１名、秋葉原駅からつくばエクスプレスに乗って３０分程

で守谷駅に到着。送迎バスで工場に向かいました。 

 見学コースは、工場内を歩きながらナビゲーターさんの説明を聴いたり、座って映

像を観たりと飽きないように様々な工夫がされていました。所々にスーパードライや

守谷工場に関する「トリビア（豆知識）」の展示があり、私が一番驚いたのは守谷工場

での生産量が３５０ml 缶に換算すると１日で５９０万本にもなることです。さすが人

気ブランドですね。 

 そのほか座学ではスーパードライに使われている「３１８酵母」の動きが分かり易

いように電球で再現されていたり、出荷の様子を見学者がスーパードライ缶になった

気分で体験できる特殊効果があったりと楽しく学ぶことが出来ました。そして最後の

２０分はお楽しみの試飲タイムです。おつまみ付きで２杯まで飲むことが出来ます

が、短時間で２杯は難しかったです。自分自身で生ビールを注ぐ体験も出来るので１

杯目を飲み干してチャレンジされている見学者もいらっしゃいました。 

 見学後はミュージアムショップで買い物を楽しみ、送迎バスで守谷駅に戻り、昼食

は少し歩いた場所にある鮨屋でいただきました。ちょうど地域のお祭だったので、お

囃子を聴きながらのランチは季節を感じられ美味しさが増したように思います。工場

見学で歩いた距離は１㎞とのことでしたが疲れも感じず楽しい 1 日でした。（報告 Ｍ

Ｋさん） 

   

Ｒ６年１２月 TOPPAN 印刷博物館 

 令和６年１２月１４日 (土) に TOPPAN ホールディングス㈱が１００周年記念事業の

一環で設立した印刷博物館へ見学して来ました。参加者は２名でした。  

博物館に入ると、印刷の歴史や文明との関わりを中心にした展示物をインストラクター

から説明してもらい、また活版印刷(手動活版印刷機)を体験して来ました。 

 


